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わたなべ  たか し

久留米工業大学教授(交通機械工学)渡邊  孝 司

◆
交
通
事
故
鑑
定
公
平
確
保
へ
専
門
家
養
成
を

交
通
事
故
の
原
因
を
突
き
止

め
る
鑑
定
に
つ
い
て
、
刑
事
裁

判
と
民
事
裁
判
で
結
果
が
食
い

違
っ
た
時
な
ど
メ
デ
ィ
ア
が
取

り
上
げ
、
関
心
を
呼
ぶ
こ
と
が

あ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
あ
ま
り

顧
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
裁

判
所
や
弁
護
士
か
ら
依
頼
さ
れ

て
何
度
か
交
通
事
故
鑑
定
に
か

か
わ
っ
て
き
た
経
験
上
、
鑑
定

の
実
情
に
つ
い
て
見
過
ご
せ
な

い
問
題
点
が
あ
る
と
感
じ
て
い

る
。
不
正
確
な
鑑
定
は
そ
の
ま

ま
関
係
者
の
不
公
平
な
扱
い
に

つ
な
が
る
。

刑
事
事
件
の
鑑
定
は
、
警
察

庁
の
科
学
警
察
研
究
所
や
都
道

府
県
警
察
本
部
の
科
学
捜
査
研

究
所
が
主
に
扱
い
、

一
部
は
大

学
な
ど
の
学
識
経
験
者
に
依
頼

さ
れ
る
。

一
方
、
ほ
と
ん
ど
の

民
事
事
件
は
、
民
間
鑑
定
人
と

損
害
保
険
会
社
が
扱
い
、
や
は

り

一
部
が
学
識
経
験
者
に
委
ね

ら
れ
て
い
る
。

私
が
携
わ
っ
て
い
る
民
事
事

件
の
鑑
定
の
問
題
点
と
し
て
４

点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
ず
、
鑑
定
人
と
し
て
の
基

礎
的
技
術
の
不
足
で
あ
る
。
民

間
鑑
定
人
は
自
動
車
会
社
の
研

究
員
や
損
保
会
社
の
調
査
員
な

ど
、
個
人
的
な
経
験
を
生
か
し

て
鑑
定
人
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多

い
。
教
育
訓
練
の
場
が
な
い
た

め
、
研
究
員
は
事
故
調
査
の
経

験
が
少
な
く
、
調
査
員
は
工
学

的
な
素
養
に
欠
け
る
傾
向
が
あ

る
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

二
つ
目
は
鑑
定
が
非
科
学
的

に
流
れ
が
ち
な
点
だ
。
依
頼
者

は
当
然
、
自
分
に
有
利
な
鑑
定

を
求
め
る
。
鑑
定
人
は
、
実
証

的
な
鑑
定
を
す
べ
き
だ
が
、
つ

い
つ
い
依
頼
者
の
意
向
に
迎
合

す
る
傾
向
が
あ
る
。

三
つ
目
は
満
足
の
い
く
事
故

調
査
が
で
き
な
い
こ
と
だ
。
民

事
鑑
定
は
、
裁
判
で
争
う
段
階

に
な
っ
て
取
り
か
か
る
と
い
う

場
合
が
多
い
。
事
故
発
生
か
ら

日
数
が
経
過
し
て
し
ま
っ
て
い

る
た
め
、
調
査
は
不
完
全
な
も

の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
事

故
直
後
の
警
察
の
記
録
も
民
事

不
介
入
の
原
則
が
あ
っ
て
利
用

さ
せ
て
も
ら
え
な
い
。

最
後
に
工
学
専
門
家
の
協
力

が
得
ら
れ
な
い
点
で
あ
る
。
専

門
家
は
非
常
に
多
い
が
、
鑑
定

の
実
務
を
引
き
受
け
る
人
は
少

な
い
。
学
問
を
実
社
会
で
生
か

し
て
ほ
し
い
が
、
鑑
定
の
重
要

性
へ
の
理
解
が
足
り
な
い
。
本

業
の
教
育
、
研
究
を
第

一
に
考

転
貯
瑚
輩
は
い
い
わ
＾
（
叱
を

こ
の
よ
う
に
、
交
通
事
故
の

民
事
鑑
定
に
は
問
題
が
あ
る

が
、
裁
判
を
通
じ
て
是
正
さ
れ

る
こ
と
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な

い
。
裁
判
で
は
ヽ
原
告

・
被
告

双
方
の
鑑
定
人
に
対
す
る
尋
間

を
通
じ
て
決
着
が
図
ら
れ
る
。

裁
判
官
や
弁
護
士
に
は
、
自
ら

の
専
門
性
に
照
ら
し
て
、
鑑
定

人
も
専
門
家
で
あ
る
と
い
う
思

い
込
み
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
ど
ち

ら
か

一
方
に
勝
ち
負
け
の
評
価

が
下
さ
れ
る
。
真
実
を
実
証
的

に
突
き
詰
め
て
い
く
こ
と
は
後

景
に
追
い
や
ら
れ
が
ち
だ
。

問
題
解
決
の
決
め
手
は
、
必

要
な
知
識
を
身
に
つ
け
、
事
故

の
初
期
か
ら
か
か
わ
る
専
門
家

を
養
成
す
る
こ
と
だ
。
①
専
門

家
が
、
事
故
後
速
や
か
に
現
場

で
デ
ー
タ
を
集
め
て
事
故
の
根

本
原
因
を
確
定
し
、
訴
訟
に
備

え
る
②
そ
れ
で
も
な
お
解
釈
が

分
か
れ
る
場
合
は
、
高
度
の
専

門
知
識
を
持
っ
た
学
識
経
験
者

に
鑑
定
を
依
頼
す
る
、
と
い
う

二
段
構
え
の
仕
組
み
を
考
え
る

べ
き
だ
。

科
学
警
察
研
究
所
付
属
法
科

学
研
修
所
の
よ
う
な
教
育
機
関

を
設
置
し
、
研
修
を
済
ま
せ
た

人
に
認
証
資
格
を
与
え
て
は
ど

う
だ
ろ
う
。
米
国
に
は
基
礎
的

鑑
定
に
あ
た
る
交
通
事
故
解
析

士

（Ａ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｒ
）
と
い
う
資

格
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
大
学
で

専
門
の
コ
ー
ス
を
受
講
し
た
学

生
や
社
会
人
の
う
ち
試
験
に
合

格
し
た
人
に
認
証
資
格
を
与
え

る
も
の
で
、
参
考
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

公
平
で
合
理
的
な
交
通
事
故

鑑
定
の
た
め
、
国
は
早
急
に
民

間
鑑
定
専
門
家
の
養
成
に
着
手

す
べ
き
だ
。

投
稿
規
定
　
１
３
０
０
字
程

度
。
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
〒

１
０
４

ｏ
８
０
１
１
朝
日
新
聞

社
企
画
報
道
部

「私
の
視
点
」

係
へ
。
電
子
メ
ー
ル
は
ュ
一①

，

０
，
∽
”

，
一
・
〇
〇
ヨ
　
一
一重
投

稿
、
採
否
の
問
い
合
わ
せ
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。
本
社
電
子
メ

デ
ィ
ア
に
も
収
録
し
ま
す
。
原

稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

私
の
視
時
点


